
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福岡県学童保育連絡協議会 

8月号担当：まぁすけ 

「たのしいな」このコーナーでは、通常の学童保育での遊び・工作・

おやつづくりを紹介しています。（P54～55） 

8月号は、長野県上田市の学童保育所太郎の家から、割り箸と紙さえあ

れば、すぐに作って遊べる「くるくる迷路」の紹介です。 

子どもたちは、「どんな迷路にしようかな・・・」と考えながら作り、

楽しく遊んでいるそうです。 

 手持ち無沙汰な時に、ちょっとした工夫で楽しい時間が過ごせますね。 

今月の特集 

共に学び、共に歩む―みんなでつくる「学童保育連絡協議会」 

P10 横浜市 保護者 多くの出会いと学びが教えてくれたこと 

P13 札幌市 指導員 つながりを大事にしてくれた市連協 

P16 小金井市連協 副会長 子どもたちにとって大切なことを共に考えあって 

P20津島市連協 事務局員 保護者と指導員がつながりあって、 

子どもたちに豊かな放課後を 

P24 福岡県連協 会長 「子どもたちによりよい放課後を」を柱に―福岡県連協の取り組み 

P27 編集部 「れんらくきょうぎかい とは？」  

P30石原剛志 静岡大学 自分たちの地域でつくり、つながる。過去から未来へつなぐ 

P32垣内国光 日本学童保育学会代表理事 実践すること、学ぶこと、つながりあうこと！ 

見どころ 

いろいろ 

『ひらいてみちゃりぃ』 

日本の学童ほいく  

2022. 8 月号 

み ど こ ろ  

全国学童保育連絡協議会の前身とも言える「学童保

育連絡協議会」が結成されたのは、いまから六〇年前、

一九六二年七月のことでした。この「学童保育連絡協

議会」は、全国組織としてではなく、東京都北区や板

橋区などではじめられた数か所の学童保育関係者の

連絡組織として結成されたのでした。・・・・・ 

（30ページより抜粋） 

  

各地域連協の出発点は、

60 年も前につくられて

いたんですね！ 

 

必読 



まぁすけおすすめは・・・ 

保護者の方の学童への思いがつづられている 

「出会い 集い 父母会」（P60） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「日本の学童ほいく」誌は、日本中の選抜された保護者、指導員、学童保育研究者の方々との編集会

議をもとに、学童保育に特化して構成して作られた唯一の月刊誌です。  

 福岡県連協は、この月刊誌をぜひ、たくさんの保護者、支援員、学童保育関係者の方々に読んでいた

だきたいと思い、見どころ【ひらいてみちゃりぃ】を配信しています。 

 毎月、担当を変えて、それぞれの視点から、見どころを紹介しています。 

是非、購読申し込みをお待ちしております。 

申込先：福岡県学童保育連絡協議会 

FAX（０９３－６６２－６００６） 

TEL（０９３－６６２－６０００） 

第 57回全国学童保育研究集会のご案内 

今年もオンライン開催ではありますが、盛りだ

くさんの分科会。全国の仲間と共に学び合いまし

ょう。 

記念講演の安田さんのお話しは、子どもの声を

聴くことの大切さを深く考えさせられます。 

◆ 記念講演  

「紛争地、被災地に生きる子どもたち～取材か

ら見えてきたこと～」 

講師 安田 菜津紀（フォトジャーナリスト） 

⚫ 全体会 2022年 10月 29日（土）13時～17時 

⚫ 分科会 2022年 10月 30日（日）10時～16時 

※ 詳しくは巻末ページを見てください！ 

⚫ 開催方法 Zoomによるオンライン開催 

⚫ 参 加 費 4,000円 

⚫ 申込締切 9月 30日 

第 57 回 全国研に
参加しよう！！ 

今月は、京都市の共同学童保育所「虹の子ク

ラブ」の保護者の方の投稿です。 

タイトルは『みんなの知恵と工夫、力をあ

わせて豊かな子育てを』 

 「虹の子クラブ」は今年 40周年を迎え、投稿

者の方も子どもの頃に、ここに通っていたそうで

す。親子 2代で同じ学童クラブに通えるなんて、 

学童の歴史の長さを感じますね。 

 働きながらの子育てへの理解が

不十分な時代に、投稿者の方の親

たちが中心となり、近隣の小学校 

の親たちとも力をあわせて設立したそうです。 

親たちの苦労も喜びも間近で見て育った子ども

が親になり、自分の通った学童の運営に携わる。 

 そんな保護者が各地に増えて、苦労はあっても

楽しく豊かな保護者会活動が受け継がれていくと

良いなと感じる投稿です。 


